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研究成果の概要（和文）：分子夾雑環境での有機化学の開拓を目指す当初の計画に沿って、細胞内で機能する新
しい有機化学反応の探索を行い、その反応特性 (反応速度論、官能基選択性) を明らかにする研究を実施した。
具体的には、(1) 新規リガンド指向性化学の開発と受容体タンパク質のラベル化やコバレントインヒビターへの
応用、(2) 細胞内環境や細胞内オルガネラ特異的に生体分子をラベル化可能な新反応系の開発と動態イメージン
グ解析への適用を行った。加えて、(3) 多成分複合型超分子自己集合体の利用により分子夾雑系を生体模倣的か
つ人工的に構築し、その形成過程をその場観察する方法論の開発に成功し、多くの成果を挙げることができた。

研究成果の概要（英文）：In line with the initial research proposal aiming to explore the "Organic 
chemistry in multimolecular crowding conditions", we developed new organic chemical reactions that 
can work in live cells, and clarified their reaction characteristics (reaction kinetics, reaction 
selectivity for functional groups, and stability in crowding conditions). Specifically, we conducted
 (1) development of novel ligand-directed chemistry and its application to chemical labeling of 
receptor proteins and design of covalent inhibitors for disease-associated proteins, (2) development
 of novel reaction systems that allow the specific labeling of biomolecules (lipids and proteins) in
 particular environments or organelles in live cells and application of this techniques to the 
imaging analysis of intracellular dynamics of biomolecules under live cell conditions. (3) design 
and biomimetic construction of artificial molecular crowding systems by employing the supramolecular
 multi-component composite systems.  

研究分野： ケミカルバイオロジー

キーワード： 分子夾雑化学　生命化学　ケミカルバイオロジー　リガンド指向性化学　超分子化学　生体関連化学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
細胞や組織内のような夾雑系における生体分子の振る舞いは、分子夾雑系で機能する分子ツールの整備が不十分
であったために、その分子論的理解は遅々として進んでいないのが現状であった。本研究で得られた成果は、細
胞や生きた動物体内など分子夾雑環境下における実際のタンパク質や脂質など生体分子の挙動や機能を系統的か
つ定量的に解明することを目指す「分子夾雑の化学」という新しい学問分野の創造に、有機化学的な側面から貢
献することが期待される。また、本研究で開発した分子夾雑環境で機能する有機化学的手法や人工分子のデザイ
ン法は、新たな薬剤、診断技術の開発や次世代マテリアルや再生医療材料の開発に向けた貢献が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 タンパク質の構造•機能解析と制御は生命科学的興味だけではなく、疾病診断や創薬開発への
応用という観点からも極めて重要である。ポストゲノム時代において、タンパク質研究は精製
タンパク質を用いた in vitro 解析では不十分であり、生細胞や組織など天然環境下での解析•評
価が不可欠である。また、細胞内では多種多様なタンパク質が相互に連関しながら機能してお
り、その活性や局在は、細胞の状態や外部環境に依存して大きく変動する。こうした細胞内タ
ンパク質の複雑な機能/ネットワークを解明するためには、タンパク質の種類や発現量を含んだ
総体 (プロテオーム) を包括的に解析する方法論も必要となる。こうした中、我々は、『天然タ
ンパク質を生きた細胞そのまま頬雑環境で化学修飾するための有機化学的方法論の開発』に取
り組み、分子認識と反応を効率的にカップリングさせることで、近接効果を活用したリガンド
指向性化学を世界に先駆けて実証するに至った (Hamachi et al., Nat. Chem. Biol. (2009))。また、
細胞内有機化学の拡充を図る過程で、細胞内小器官や、金属イオンが豊富に存在する環境下に
おかれたプロテオームを選択的に標識化することに成功した (J . Am. Chem. Soc. (2016), Nat. 
Methods (2016))。こうした細胞内頬雑環境下における天然タンパク質の精密化学修飾法は例が
なく、日本発の独自性の高い研究として評価を得ている。この独創的な方法論の更なる発展を
狙うためには、分子頬雑環境下における有機化学の更なる開拓によって成果を積み上げるとと
もに、それらの事例を活用した分子夾雑環境の物理化学的な理解に基づいた体系的な理論構築
が急務であると考え本研究計画の着想に至った。 
 
 
２．研究の目的 
 当研究室で開発した生体環境下における内存性タンパク質の活性を保持したままラベル化を
可能とする化学は他に例が無く独創的な技術である。また、細胞内の局所環境における分子群
を意識した精密な解析•理解の重要性は、オルガネラ機能破綻やシグナル伝達以上に起因する疾
病の発見以降、近年極めて大きくなっている。本申請で提案する分子ツールは、独自に開発し
た生体適合性有機化学に基づき、細胞への摂動を最小限に抑えた状態で、細胞内コンディショ
ン選択的な分子解析を可能とする。こうした我々の方法論は、世界的に見ても他にはないオン
リーワンの化学であり、本研究の実現は我が国発の「分子頬雑の有機化学」の確立につながる
と期待される。以上の背景をふまえ、浜地計画班では、分子夾雑環境において有効に機能する
新しい有機反応を開拓し、これに基づいて細胞内や生体個体内に存在するタンパク質の選択的
ラベリングや動態解析を可能とする分子プローブの開発を行うことを目的とした。加えて、異
なる細胞内環境ごとの生体分子や、オルガネラ物性の動的変化を包括的に解析•検出するための
オミクスツールの開発を目指した。さらに、多成分系超分子による人工の分子頬雑系を構築し、
新規機能性マテリアルの創成を試みた。本研究で得られる成果と、他の計画班からの知見•理論
をもとに、発展途上にある分子夾雑系有機化学の体系化を目指し、生体内頬雑環境のより深い
理解と優れた分子プローブの合理的な創製指針の確立へと繋げることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 分子夾雑の有機合成化学、浜地計画班では、生きた細胞や組織中でタンパク質の構造ダイナ
ミクスの可視化や制御を可能とする新しい人工プローブやケミカルツールを開発することを目
指した。これらのツールを駆使するケミカルバイオロジー研究を進歩させ、これまで未知であ
る細胞夾雑環境におけるタンパク質等の生体分子機能を解き明かす研究を展開した。一方で、
生体機能の制御を目指して、細胞夾雑環境で機能するドラッグデザインに関する新たな指針を
得ることにより創薬研究の進展に貢献することを目指した。 
 
 
４．研究成果 
現在までに、申請者がこれまでの研究で見いだした特異的タンパク質修飾戦略に基づいて、分
子頬雑環境で機能する新しい有機化学反応の探索を行い、その反応特性 (反応速度論、官能基
選択性) を明らかにした。具体的には、(1) リガンド指向性化学と、(2) 細胞内環境依存的ラベ
ル化技術に適用可能な新反応系の開発を行い以下の成果を得た。また、(3) 多成分複合型超分
子自己集合体の利用により分子頬雑系を人工的デザインにより構築する方法論の開発を行った。 
 
(1) リガンド指向性化学に適用可能な新しい反応系の開発 
 これまでに我々は、分子夾雑環境でも有効なリガンド指向性トシル (LDT) 化学、アシルイ
ミダゾール (LDAI)化学や、DMAP 触媒を利用したアフィニティ駆動型触媒化学等、分子頬雑
下でも有効な有機化学的反応論を幾つか開発してきた。しかしながら、反応効率や選択性の点



で十分とは言えず、細胞機能解析への適用は数例にとどまっていた。そこでリガンド指向性化
学のさらに拡張するためのタンパク質表面での新反応を種々検討し、これまで開発してきたリ
ガンド指向性化学反応と、新たに見出した求核置換反応とを反応効率、反応速度定数、アミノ
酸選択性等の観点から定量的に比較した。具体的には、各リガンド指向性化学反応に対して、
これまで行われていなかった定量的反応速度論解析を、幾つかのモデルタンパク質を用いた試
験管内実験によって詳細かつ系統的に実行した。その結果、新たに見いだした N-acyl-N-alkyl 
sulfonamide (NASA) を反応基とするタンパク質化学修飾反応が、従来最速として報告されてい
る bioorthogonal 反応（Click や逆電子要請型 Diels Alder 反応）に匹敵する反応速度定数とア
ミノ酸側鎖官能基選択性を示す事を見いだした。またこれを踏まえて、細胞表層あるいは細胞
内でのタンパク質ラベル化について検討を、ウェスタンブロッティングや蛍光イメージングな
ど、生化学／生物学的解析手法によって行い、本反応や LDAI 化学が分子夾雑環境における
様々な内在性タンパク質や細胞膜受容体の特異的化学修飾反応に適用可能であることを明らか
にした (Nat. Commun., 13:3167 (2022), Nat. Commun., 12:831 (2021), 他 15 報)。さらに、リガン
ド指向性 NASA 化学の適用により、多くの癌細胞治療において標的となっている内存性 
HSP90 の活性を効果的かつ不可逆的に阻害可能なコバレントインヒビターの合理的設計を世
界に先駆けて達成した。ここで得られた新たな知見は、分子夾雑系における有機化学反応の体
系化と、更なる反応開発の半定量的な指標を与えると期待できる。以上の成果は、J . Am. Chem. 
Soc., 143, 4766 (2021), Nat. Commun., 9:1870 (2018)などに報告した他、成果内容の一部は 
5/26/2018 付けの京都新聞にてプレスリリースされた。また、分子夾雑環境下で機能する有機
反応に関する知見を活用し、生体内における小分子の動態とタンパク質への結合を可視化する
新技術として「FixEL 法」の開発に成功した。FixEL 法は、動物体内という究極の分子夾雑環
境下での小分子の分布を高い解像度と時間分解能で画像化することを可能とする。本手法では、
標的小分子へアミノ基と蛍光色素を修飾した分子を生きた動物体内に投与後、任意のタイミン
グでパラホルムアルデヒドによる全身固定化処理を施すことで、その瞬間における小分子の局
在を蛍光色素とともに生体内に固定することが出来る。具体的には、本手法を用いて、代謝型
グルタミン酸受容体特異的に結合する小分子リガンドのマウス脳内における高解像度動態解析
を達成した。さらに、同原理を用いて、AMPA 型グルタミン酸受容体に結合する小分子リガン
ドやドパミン D2 受容体に結合する統合失調薬スピペロンのマウス脳内での分布解析に成功し、
成果は、Chem, 9, 523 (2023) 等に報告し、同誌のハイライトや現代化学 2023 年 FLASH 欄で
紹介された。また京都大学ならびに JST からプレスリリースされた。 
 
(2) 細胞内環境依存的ラベル化技術に適用可能な新反応系の開発 
 細胞内環境依存的ラベル化技術として、細胞内標的オルガネラに自発的に局在・濃縮し、そ
の構成分子 (タンパク質や脂質など）と効率的に反応する標識有機分子の開発を進めた。具体
的には、オルガネラへの局在化モチーフと、生体分子と反応する反応基を連結した「オルガネ
ラ局在型反応性分子（ORM）」を設計し、細胞内小器官に ORM を局在させ、各オルガネラに
存在するタンパク質や脂質分子をオルガネラ選択的にラベル化し、プロテオミクスとイメージ
ングによって解析する基本戦略を確立した (Nat. Chem. Biol., 16, 1361 (2020), J. Am. Chem. Soc., 
140, 17060 (2018) 等)。その解析には、総括班 CIBIC に配置した最新の共焦点レーザー顕微鏡と
質量分析計 (LC-MS/MS) を活用することで、各オルガネラにおけるタンパク質の動的な変化を
網羅的に追跡し、生細胞中でのオルガネラの分子レベルでの機能と役割の理解を進めた。さら
に、生きた細胞内におけるオルガネラ選択的脂質ラベル化・イメージング技術をフローサイト
メトリーと融合することで、シングルセルにおける脂質代謝の量と空間の特徴を超高速に捉え
ることを可能とする「O-ClickFC」法を世界で初めて開発した。O-ClickFC 法を CRISPER-KO
技術に適用することで、脂質代謝に関与する遺伝子の網羅的探索を行い、これまでに報告のな
かった新規のコリン輸送タンパク質を見出すことに成功した。この成果は、Cell Metabolism, 35, 
1 (2023) 等に報告し、京都大学と JST からプレスリリースされた。また、近年、生体内シグ
ナル分子として注目される過酸化水素 (H2O2) や一酸化窒素 (NO) などの ROS に応答して活
性化し、周辺のタンパク質と反応する「環境応答性反応分子」を開発した。この ROS 応答性
タンパク質ラベル化技術と LC-MS/MS 技術を効果的に組み合わせて用いることで ROS 産生
条件下におけるプロテオーム解析を達成した。以上の成果は、J . Am. Chem. Soc., 142, 15711 
(2020) , J . Am. Chem. Soc., 140, 17060 (2018) 等に報告した。 
 
 (3) 多成分複合型超分子の利用により、分子頬雑系を人工的にデザインして構築する方法論の開
発 
 細胞内は、タンパク質、DNA、脂質など多様な分子が頬雑する系でありながら、あらゆる分
子が非共有結合を介して、多くの超分子構造体を精密に組み上げている。この多様性と複数の
超分子間の構造的かつ機能的連携によって、細胞は多機能性や自律応答性を獲得している。一
方、人工系では、(共重合体も含めて) 単一種の超分子に焦点を絞った研究がほとんどであり、
複数の機能性分子や超分子が独立 (orthogonal) に混在するソフトマテリアルの報告例は少な
い。細胞の優れた多機能性を考慮すると、「多成分複合型の超分子システムの構築」は、新規の
機能性マテリアルの構築に結びつくことが期待される。以上の背景を踏まえ、「超分子自己集合
体による (細胞様) 分子頬雑系の人工構築と機能制御」を目指した研究を展開した。具体的に



は、分子会合様式が異なるゲル化剤ペアが形成する self-sorting ダブルネットワーク (SDN) 
型ヒドロゲルや高分子型ゲル化剤と超分子型ゲル化剤を組み合わせた多成分複合型ヒドロゲル
を用いて、レオロジー特性や内包物質放出速度の双方向制御や、複数刺激に対する順序認識マ
テリアルを実現した。これら一連の研究において、ダブルネットワークの時空間的挙動変化 (ネ
ットワーク形成や刺激応答) や各複合型ヒドロゲル独特のネットワークパターン形成の in situ 
リアルタイムで観察に成功し、蛍光顕微鏡による高解像度イメージング技術が、多成分系ソフ
トマテリアルの精密解析の強力なツールであることも明らかにした。これらの成果は、Nat. 
Commun. 14:1696 (2023), Nat. Commun. 11:4100 (2020), Nat. Commun. 14:3859 (2020), Nat. 
Commun. 14:3541 (2020), Nat. Nanotechnol. 13, 165 (2018) 等に報告した他、京都大学からプレスリ
リースされた。以上の成果に加えて、最近では、光応答性ペプチド型ナノファイバーと脂質型ナ
ノファイバーから構成される SDN ヒドロゲルを用いることで、光照射した部分にペプチド型
ナノファイバーが濃縮され、空間的に制御された非平衡パターンが形成されるというユニーク
な現象を見出している。超解像イメージングと分光学的手法を用いたパターン形成機構の解析
の結果、凖安定状態にあったペプチドナノファイバーが光照射領域においてモノマーへと変換
された後に、熱力学的に安定なナノファイバーが再形成される過程で、光非照射領域からのモ
ノマーの供給が起きることで、既存の光応答性材料では報告のなかった独特の非平衡パターン
が形成されることを明らかにしている (J . Am. Chem. Soc., 143, 19532 (2021))。以上の成果は、
時空間特異的かつ階層的に構造や昨日を制御可能な次世代マテリアルや薬物除放材料・組織工
学/再生医療材料の開発に向けた大きな一助として様々な分野への幅広い貢献が期待できる。 
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Chemical proteomics for subcellular proteome analysis

Current Opinion in Chemical Biology 1～7

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Zhu Hao、Tamura Tomonori、Hamachi Itaru 48

 １．著者名

10.2116/analsci.18R003

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Recent Progress in Chemical Modification of Proteins

Analytical Sciences 5～27

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
SAKAMOTO Seiji、HAMACHI Itaru 35

 １．著者名

10.1016/j.cbpa.2019.02.011

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Construction of ligand assay systems by protein-based semisynthetic biosensors

Current Opinion in Chemical Biology 10～18

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Sakamoto Seiji、Kiyonaka Shigeki、Hamachi Itaru 50

 １．著者名



2017年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1021/acssensors.7b00894

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
In situ Construction of Protein-based Semisynthetic Biosensors

ACS Sensors 527-539

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Tsuyoshi Ueda, Tomonori Tamura, Itaru Hamachi 3

 １．著者名

10.1038/s41565-017-0026-6

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
An adaptive supramolecular hydrogel comprising self-sorting double nanofibre networks

Nature Nanotechnology 165-175

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Hajime Shigemitsu, Takahiro Fujisaku, Wataru Tanaka, Ryou Kubota, Saori Minami, Kenji Urayama,
Itaru Hamachi*

13
 １．著者名

10.1002/anie.201707972

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Live-cell Protein Sulfonylation Based on Proximity-driven N-Sulfonyl Pyridone Chemistry

Angewandte Chemie International Edition 659-662

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kazuya Matsuo, Yuki Nishikawa, Marie Masuda, Itaru Hamachi* 57

 １．著者名

10.1021/jacs.7b07339

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Affinity-guided oxime chemistry for selective protein acylation in live tissue systems

Journal of the American Chemical Society 14181-14191

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Tomonori Tamura, Zhining Song, Kazuma Amaike, Shin Lee, Sifei Yin, Shigeki Kiyonaka, Itaru
Hamachi*

139
 １．著者名



2018年

〔学会発表〕　計118件（うち招待講演　52件／うち国際学会　25件）

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Pacifichem 2021（招待講演）（国際学会）

EMBO Workshop: Designing functional biomolecular assemblies: Beyond biology（招待講演）（国際学会）

56th International Conference on Medicinal Chemistry (RICT 2021)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Itaru Hamachi

Itaru Hamachi

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

Ligand-directed chemistry for endogenous protein modification

Design of stimuli-responsive short peptide fibers

Ligand-Directed Labeling of Endogenous Proteins in Live Cells

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Itaru Hamachi

10.1021/acschembio.7b01042

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Ligand-directed chemistry of AMPA receptors confers live-cell fluorescent biosensors

ACS Chemical Biology 1880-1889

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Shigeki Kiyonaka*, Seiji Sakamoto, Sho Wakayama,Yuma Morikawa, Muneo Tsujikawa, Itaru Hamachi* 13

 １．著者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

IMPRS-LM PhD Symposium（招待講演）（国際学会）

Ulsan National Institute of Science & Technology（招待講演）（国際学会）

RSC Chemical Biology & Bio-Organic Group Forum（招待講演）（国際学会）

第21回東北大学多元物質科学研究所研究発表会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Itaru Hamachi

Itaru Hamachi

Itaru Hamachi

浜地　格

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ３．学会等名

Bioorthogonal chemical modification of endogenous proteins and beyond

Chemical labelling for control of endogenous protein in live cells

分子夾雑の化学で生命現象に挑む

Chemistry for selective modification of endogenous proteins in living systems



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

学術変革領域(B)脳分子探査キックオフシンポジウム（招待講演）

3新学術領域合同シンポジウム（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第35回農薬デザイン研究会（招待講演）

RSC - IISER Desktop Seminar with ChemComm（招待講演）（国際学会）

Itaru Hamachi

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

浜地　格

浜地　格

 ３．学会等名

Bioorthogonal Protein labeling in live cells and beyond

脳内有機化学の試み

分子夾雑の生命化学が目指すもの

合成プローブで、生体系でのタンパク質機能を探る

 １．発表者名
浜地　格

 ３．学会等名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第32回日本微量元素学会学術集会（招待講演）

第15回分子科学討論会（招待講演）

浜地　格

浜地　格

田村　朋則

小島 憲人、掛川 渉、伊藤 政之、柚崎 通介、浜地 格、清中 茂樹

東京大学化学生命工学専攻 2021年度談話会（招待講演）

第15回バイオ関連化学シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

金属イオン応答性タンパク質ラベル化剤の開発とChemical biology

細胞分子夾雑系の有機化学

タンパク質/脂質のin situ化学修飾

記憶メカニズム解明に向けた配位ケモジェネティクスによる代謝型グルタミン酸受容体の直接活性化

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第15回バイオ関連化学シンポジウム

第15回バイオ関連化学シンポジウム

第15回バイオ関連化学シンポジウム

第15回バイオ関連化学シンポジウム

美野　丈晴、天池　一真、野中　洋、坂本　清志、浜地　格

松田　侑奈、朱　浩、Jae Hoon Eric Oh、中村　秀樹、辻川　宗男、田村　朋則、浜地　格

對馬　暁洋、美野　丈晴、天池　一真、坂本　清志、石川　守、野中　洋、浜地　格

中村　圭佑、田中　航、佐田　圭、窪田　亮、浜地　格

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

固定化駆動法によるマウス脳内でのmGlu1リガンドの動態解析 / Exploring the mGlu1 ligand dynamics in mouse brain by fixation-
driven chemical crosslinking.

チロシナーゼを用いた迅速かつ効率的な生細胞での近傍ラベリング

固定化駆動法による脳内での分子動態解析を指向した新規プローブの開発

Self-sorting型超分子ゲルにおける光駆動非平衡パターン形成

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第70回高分子討論会

第70回高分子討論会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

浜中　佑也、鳥越　祥吾、窪田　亮、浜地　格

 ２．発表標題

宇都宮　颯汰、高遠　美貴子、田村　朋則、Radu Aricescu、柚崎　通介、浜地　格

窪田　亮、中村　圭佑、田中　航、佐田　圭、浜地　格

佐田　圭、中村　圭佑、 窪田　亮、浜地　格

第15回バイオ関連化学シンポジウム

第70回高分子討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

自己集合性ペプチド担時型高分子ヒドロゲルのpH応答と共焦点顕微鏡観察

光駆動近接ラベリングによるシナプス間隙タンパク質の網羅的同定

超分子ダブルネットワークヒドロゲルにおける光駆動非平衡パターニング

共焦点顕微鏡による超分子・高分子複合ゲルのネットワーク構造のその場観察と分類

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

新学術領域「生命金属科学」夏の合宿

第52回 構造有機化学若手の会 夏の学校（招待講演）

Cheng Rong、西川　雄貴、田村　朋則、浜地　格

野中　洋

窪田　亮

窪田　亮

第5回ABC-InFO講演会（招待講演）

生体機能関連化学部会 若手の会　第32回 サマースクール

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

新規銅イオン応答性タンパク質修飾試薬の開発

生物個体での生体分子解析を目指した分子技術への挑戦

刺激応答性超分子ファイバーによるCell-inspired非平衡パターニング

超分子ナノファイバーの進行波による力発生

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

生体機能関連化学部会 若手の会　第32回 サマースクール

生体機能関連化学部会 若手の会　第32回 サマースクール

生体機能関連化学部会 若手の会　第32回 サマースクール

International symposium of macrocyclic and supramolecular chemistry 2021（国際学会）

鳥越　祥吾

河野 正晴、田村 朋則、浜地 格

Ryou Kubota, Masahiro Makuta, Ryo Suzuki, Masatoshi Ichikawa, Motomu Tanaka, Itaru Hamachi

中村　圭佑

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

pH応答性自己集合性ペプチド修飾ポリマーのゲル化のIn situ imaging

非システイン残基を標的とした不可逆阻害剤の開発

Force generation by a propagating wave of artificial tripeptide-based fibrous assemblies

self-sorting型超分子ヒドロゲルの光駆動型非平衡パターン形成

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第74回日本酸化ストレス学会・第21回日本NO学会合同学術集会

RSC Chemical Biology & Bio-Organic Group Forum（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Itaru Hamachi

 ２．発表標題

小島 憲人、三浦 裕太、浜地 格、清中 茂樹

土谷 正樹、浜地 格

朱 浩、田村 朋則、浜地 格

ケミカルバイオロジー学会　第15回年会

第63回 日本脂質生化学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Chemical labelling for control of endogenous protein in live cells

配位ケモジェネティクスによるグルタミン酸受容体の活性制御

クリックケミストリーを駆使したフローサイトメトリー(click-FC)による生細胞内での脂質代 謝動態の高速解析:脂質制御遺伝子の探索に
向けた CRISPR スクリーニングへの応用

H2O2応答性タンパク質修飾剤による酸化環境プロテオームのイメージングとプロファイリング

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会 第101春季年会（招待講演）

日本化学会 第101春季年会

窪田 亮

坂本 清志、原田 文雄、清中 茂樹、野中 洋、浜地 格

河野 正晴、上田 毅、田村　朋則、塩野 恵也、Fruzsina Hobor、Andrew Wilson、浜地 格

田村　朋則、上田 毅、河野 正晴、塩野 恵也、Fruzsina Hobor、Andrew Wilson、浜地 格

日本化学会 第101春季年会

日本化学会 第101春季年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

セルインスパイアード超分子マテリアルの可視化と機能開拓／Visualization and Functional Development of Cell-inspired
Supramolecular Materials

内存性GABA(A) 受容体のマウス脳内固定化駆動ケミカルラベリング

NASA型HDM2-p53タンパク質間相互作用不可逆阻害（1） :精製HDM2を用いた構造活性相関

NASA型HDM2-p53タンパク質間相互作用不可逆阻害剤（2）:細胞内HDM2に対する反応性評価

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会 第101春季年会

日本化学会 第101春季年会

日本化学会 第101春季年会

日本化学会 第101春季年会

Vikram Thimaradka, Jae Hoon Oh, Christina Heroven, Radu Aricescu, Michisuke Yuzaki, Tomonori Tamura, Itaru Hamachi

長尾 和俊、窪田 亮、田中 航、松村 亮太朗、青山 拓磨、浦山 健治、浜地 格

Wataru Tanaka, Ryou Kybota, Itaru Hamachi

Keisuke Nakamura, Ryou Kubota, Kei Sada, Takuma Aoyama, Kenji Urayama, Itaru Hamachi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

A new reactive peptide tag-probe pair for the site-specific incorporation of designer chemical probes into proteins

動的共有結合を用いた超分子Self-sortingネットワークの構造制御

Photo-induced spatial control of out-of-equilibrium network pattern of peptide nanofibers in a supramolecular double network
hydrogel

Multiscale imaging reveals four distinct hierarchical networks in supramolecular/polymer hydrogel composites

 １．発表者名



2021年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Xingda Lecture（招待講演）（国際学会）

RSC Desktop Seminar（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Itaru Hamachi

 ２．発表標題

美野 丈晴、Luisa Kraus、坂本 清志、野中 洋、浜地 格

Itaru Hamachi

Itaru Hamachi

日本化学会 第101春季年会

Metals in Biology and Medicine :From Molecular Image to Drug Resistance（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Protein Organic Chemistry in Live Cells/Neuron/Brain

内在性mGlu1受容体のマウス脳内固定化駆動ケミカルラベリング

Analysis and Control of Proteins Function in Cells by Coordination Chemistry

Protein organic chemistry in live cells and beyond

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2020年度ダイナミック・アライアンス合同ウェブ分科会（招待講演）

第57回ペプチド討論会（招待講演）

浜地　格

浜地　格

浜地　格

浜地　格

化学フェスタ第10回記念企画～化学版　関ケ原の合戦～（招待講演）

第五回ケムステVシンポジウム（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

分子夾雑の化学・超分子化学

Chemical modification of endogenous proteins in living systems

バイオで日本を洗濯ぜよ！...ん？..

生体夾雑系のタンパク質有機化学が目指すもの

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第16回 日本臨床プロテオゲノミクス研究会

第69回高分子討論会

第69回高分子討論会

第93回日本生化学会大会

長尾　和俊、窪田　亮、田中　航、青山　拓磨、浦山　健治、浜地　格

中村　圭佑、窪田　亮、佐田　圭、青山　拓磨、浦山　健治、浜地　格

田村　朋則

田村　朋則

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

超分子ファイバーの核形成制御によるSelf-sorting構造の作り分け

超分子・高分子複合ゲル: 共焦点観察によるネットワーク構造の分類とレオロジー特性

生命金属関連タンパク質同定のためのケミカルプロテオミクス法の開発

細胞内有機化学に基づく新規ケミカルプロテオミクス法の開発

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第14回バイオ関連化学シンポジウム

第14回バイオ関連化学シンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

程　蓉、田村　朋則、朱　浩、浜地　格

 ２．発表標題

河野　正晴、上田　毅、田村　朋則、浜地　格

白岩　和樹、小松　和弘、天池　一真、野中　洋、清中　茂樹、浜地　格

美野　丈晴、天池　一真、野中　洋、坂本　清志、浜地　格

第14回バイオ関連化学シンポジウム

第14回バイオ関連化学シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Conditional プロテオミクスを指向した銅イオン応答ラベル化剤の開発

HDM2/p53相互作用を標的としたNASA型不可逆阻害剤

多価効果を利用したNMDA型グルタミン酸受容体の蛍光イメージング

脳内における内在受容体の固定化駆動ラベリング

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第14回バイオ関連化学シンポジウム

EMBL Workshop Chemical Biology 2020（国際学会）

服部　善行、窪田　亮、浜地　格

Tamura Tomonori, Ueda Tsuyoshi, Kawano Masaharu, Shiono Keiya, Hobor Fruzsina, Wilson Andrew, Hamachi Itaru

窪田　亮

Ryou Kubota, Hajime Shigemitsu, Wataru Tanaka, Takahiro Fujisaku, Itaru Hamachi

CEMS Topical Meeting Online 超分子ポリマーの進化形（招待講演）

Virtual Symposium Systems Chemistry（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ペプチド型超分子からなるコアセルベートの形成と特性

Enhanced suppression of the HDM2/p53 interaction in cells using small-molecule covalent inhibitors based on N-acyl-N-alkyl
sulfonamide warhead

細胞から着想を得た直交性超分子ポリマーの共焦点観察と機能

Adaptive Self-sorted Supramolecular Double-network Hydrogels

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本ケミカルバイオロジー学会第13回年会（招待講演）

第18回日本蛋白質科学会年会（招待講演）

2018年生理学研究所研究会 オルガネラ膜ナノドメインの機能と動態（招待講演）

WCP2018 KYOTO Satellite Symposia（招待講演）（国際学会）

浜地　格

清中　茂樹

Shigeki Kiyonaka

天池一真、山上禎俊、西川雄貴、清中茂樹、浜地格

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

膜蛋白質解析のための新しい化学ラべル化法

シナプスで機能するグルタミン酸受容体の可視化および活性制御

Neuro-chemical biology:Chemical labeling of neurotransmitter receptors for physiological and pharmacological studies

Whole body imaging を指向した固定化剤駆動型のタンパク質可視化法

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

生体機能関連化学部会若手の会第30回サマースクール

生体機能関連化学部会若手の会第30回サマースクール

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中村圭佑、重光 孟、松崎友伸、窪田亮、浜地格

 ２．発表標題

浜地　格

田村　朋則

小島　憲人、道_　友紀子、窪田　亮、清中　茂樹、浜地　格

第34回創薬セミナー（招待講演）

生体機能関連化学部会若手の会第30回サマースクール

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Turn on型酵素反応を利用したタンパク質応答性超分子ヒドロゲルの開発

生細胞有機化学というChemical biology

オルガネラ局在性click試薬による小胞体の時間解析プロテオミクス

配位ケモジェネティクスによる代謝型グルタミン酸受容体の脳細胞種選択的な活性化

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018年度京都バイオ計測センターシンポジウム バイオイノベーションに向けた新しい視点（招待講演）

有機合成夏期セミナー「明日の有機合成化学」（招待講演）

浜地　格

浜地　格

清中　茂樹

Ryou Kubota, Itaru Hamachi

第16回レドックス・ライフイノベーションシンポジウム（招待講演）（国際学会）

The 79th Okazaki Conference: Synthetic, Biological, and Hybrid Molecular Engines（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

分子夾雑の生命化学を目指して

分子夾雑系でのタンパク質有機化学

配位ケモジェネティクスによるグルタミン酸受容体サブタイプ特異的な活性制御

A Propagating Wave of Supramolecular Polymers fueled by Orthogonal Chemical Stimuli

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第70回日本生物工学会大会（招待講演）

第12回バイオ関連化学シンポジウム

第12回バイオ関連化学シンポジウム

第12回バイオ関連化学シンポジウム

朱 浩･田村 朋則･清中 茂樹･浜地 格

藤沢　有磨・沈　佑穎・田村　朋則・浜地　格

西川雄貴、栗下泰孝、浜地格

浜地　格

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

H2O2応答性ラベル化剤によるROS conditional proteomics

オルガネラ選択的脂質ラベリング (2) : 生細胞膜ライブイメージング

酸性環境のプロテオーム解析に向けたpH応答性ラベル化剤の開発

細胞機能をタンパク質分解能で解析・制御するための分子技術

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第12回バイオ関連化学シンポジウム

第12回バイオ関連化学シンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

沈　佑穎・藤沢　有磨・田村　朋則・浜地　格

 ２．発表標題

小島憲人　高遠美貴子　清中茂樹　浜地格

原田 文峰・坂本 清志・山浦 圭・天池 一真・清中 茂樹・浜地 格

白岩 和樹、小松 和弘、天池 一真、清中 茂樹、浜地 格

第12回バイオ関連化学シンポジウム

第12回バイオ関連化学シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

オルガネラ選択的脂質ラベリング(1)：ラベル化剤の開発

AMPA 型グルタミン酸受容体の精密動態解析を目指した LDAI 化学と IEDDA 型クリック反応の融合

デュアル応答型蛍光バイオセンサーによるGABAA 受容体アロステリック作動薬の探索

リガンド指向性化学によるシナプス局在性NMDA型グルタミン酸受容体のケミカルラベル

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第67回高分子討論会

第67回高分子討論会

窪田 亮・重光 孟･田中 航･藤咲 貴大･浜地 格

田中 航・重光 孟・窪田 亮・浜地 格

中村圭佑、重光孟、松崎友伸、窪田亮、浜地格

鳥越 祥吾、窪田 亮、羽木 慎一郎、池田 燎亮、浜地 格

第67回高分子討論会

第67回高分子討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Self-sorting現象を鍵とする超分子ダブルネットワークヒドロゲルの創製と高機能化

リアルタイム観察による Self-sorting 型超分子ファイバーの動態評価

タンパク質に応答する多成分系超分子ヒドロゲルの構築

高分子型リガンド指向性化学による膜蛋白質のin vivoケミカルラベリング

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AIAS Symposium: Cutting Edge Technologies for Neurobiology（招待講演）（国際学会）

第91回日本生化学会大会（招待講演）

第28回光学活性化合物シンポジウム（招待講演）

第86回創薬科学セミナー（招待講演）

清中　茂樹

Itaru Hamachi

浜地　格

Itaru Hamachi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

標的細胞の神経伝達物質受容体を人為的に制御するための配位ケモジェネティクス

Ligand-directed chemistry for endogenous protein modification

タンパク質を観る・操作する分子技術

Chemical strategies for labeling and controlling neurotransmitter receptors

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第４１回日本分子生物学会年会

10th International Peptide Symposium（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Seiji Sakamoto1, Fumio Harada1, Kazuma Amaike1, Kei Yamaura1, Shigeki Kiyonaka1, Itaru Hamachi

 ２．発表標題

Itaru Hamachi

Itaru Hamachi

田村　朋則、三木　卓幸、西川　雄貴、清中　茂樹、若林　真樹、石濱　泰、浜地　格

NYC Chem Bio Seminar（招待講演）（国際学会）

The 30 th Annual Meeting of the Thai Society for Biotechnology and International Conference（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Construction of fluorescent biosensor using a turn-on-type imaging probe for GABA(A) receptors to discover allosteric
modulators

Live Cel Chemistry for Protein Imaging and Control.

Chemical labeling of membrane-proteins for imaging and drug screening

コンディショナルプロテオミクスによる亜鉛関連タンパク質の同定解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

10th International Peptide Symposium（招待講演）（国際学会）

第19回CIMoSセミナー（招待講演）

浜地　格

浜地　格

浜地　格

清中　茂樹

機能生物学セミナー（招待講演）

第48回日本心脈管作動物質学会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Ligand-directed chemistry for selective protein labeling in live cells

分子夾雑系でのタンパク質有機化学　Protein Organic Chemistry under multi-molecular crowding biosystem

細胞夾雑系の解析に資する分子技術

新たな GPCR 活性制御法:配位ケモジェネティクス

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Sixth Asian Summit Symposium on Supramolecular Chemistry（招待講演）（国際学会）

The 9th BRI International Symposium（招待講演）（国際学会）

日本化学会 第99春季年会

日本化学会 第99春季年会

Itaru Hamachi

Seiji SAKAMOTO, Fumio HARADA, Kei YAMAURA, Kazuma AMAIKE, Tomohiro NUMATA, Ryuji INOUE, Shigeki KIYONAKA, Itaru HAMACHI

田中　航、重光　孟、窪田　亮、南　沙央理、浦山　健治、浜地　格

Itaru Hamachi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Chemical labeling of endogenous receptors in live neurons

A Turn-on Imaging Probe for GABA(A) Receptors Allows for Construction of Fluorescent Biosensor

超分子ダブルネットワークヒドロゲル (1) : Post-functionalizationによる機能拡張

Can Artificial Molecular Recognition Control of Protein Functions in Live Systems?

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会 第99春季年会

日本化学会 第99春季年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

塩野　恵也、上田　毅、田村　朋則、浜地　格

 ２．発表標題

長尾　和俊、田中　航、松村　亮太朗、窪田　亮、浜地　格

中村　圭佑、重光　孟、松崎　友伸、窪田　亮、浜地　格

Tsuyoshi UEDA, Keiya SHIONO, Tomonori TAMURA, Itaru HAMACHI

日本化学会 第99春季年会

日本化学会 第99春季年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

タンパク質間相互作用の共有結合型阻害(2) : NASA型阻害剤の構造活性相関評価

超分子ダブルネットワークヒドロゲル (2): 動的共有結合を用いたSelf-Sorting

超分子ダブルネットワークヒドロゲル (3): 高分子との複合化

Covalent inhibition of protein-protein interaction (1): Development of covalent inhibitor based on N-acyl-N-alkyl

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会 第99春季年会

日本化学会 第99春季年会

Kento OJIMA, Mikiko TAKATO, Shigeki KIYONAKA, Itaru HAMACHI

白岩　和樹、小松　和弘、天池　一真、清中　茂樹、浜地　格

Tomonori TAMURA, Alma FUJISAWA, Yuying SHEN, Itaru HAMACHI

金谷　拓、鳥越　祥吾、窪田　亮、浜地　格

日本化学会 第99春季年会

日本化学会 第99春季年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Two-step labeling allows analysis of AMPA-type glutamate receptor dynamics "beyond optical resolution limit"

内在性NMDA型グルタミン酸受容体の動態解析を指向したケミカルラベル

Organelle-selective lipid labeling and imaging

高分子リガンド指向性化学（1）：ラベル化剤設計と反応性評価

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会 第99春季年会

日本化学会 第99春季年会

日本化学会 第99春季年会

日本化学会 第99春季年会

天池　一真、山上　禎俊、西川　雄貴、後藤　大輝、清中　茂樹、浜地　格

Hao ZHU, Tomonori TAMURA, Itaru HAMACHI

美野　丈晴、小島　憲人、清中　茂樹、浜地　格

鳥越　祥吾、金谷　拓、窪田　亮、浜地　格

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名
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